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「年度初めに行う構成的グループ・エンカウンター」の進め方（例）－所要時間３０分-





１　目　的


　○　教職員間のコミュニケーションを深めるきっかけづくり


○　新年度の学級開き、子ども同士の人間関係づくりの研修


２　内　容


（１）構成的グループ・エンカウンターの一般的な流れ


①　インストラクション


これから取り組む活動の目的や方法を、リーダーが具体的に述べる。


②　ウォーミングアップ


取り組む前のメンバーの緊張をほぐしたり、その後に続くエクササイズの意欲を喚起したりする活動を行う。


③　エクササイズ


心理的成長を意図しグループ体験を行う。


④　シェアリング


エクササイズを通して得た感情や思いを、自分の中で、そして他のメンバーと分かち合うことを通して、意識化する。


（２）ルールの設定


①　知り得たことについては口外しない。


②　非難したり批判的・評価的発言をしたりしない。


③　沈黙の自由を守るために発言を強要しない。


④　エクササイズをパスする自由を守るために、エクササイズを強要しない。


※　メンバーがこれらのルールに違反した場合には、リーダーが介入する。


３　年度初めに行う校内研修で実施する構成的グループ・エンカウンターのポイントと留意事項


【ポイント】


・４月初め、できれば始業式前に実施


・３０分でできるエンカウンター


・グルーピングの工夫


【留意事項】


・リーダー（進行役）は、原則研究主任が行う。


・初めのグループサイズは二人一組で行い、可能な限り新しく赴任した教職員と在籍二年目以降の教職員がペアになる。できれば同学年（小学校では低中高学年）でのペアが望ましい。


・二人一組でのエクササイズ後、四人一組のグループサイズになる。最初の二人一組のペアはそのまま（二つのペアが一緒になる）。











○　研究主任が活動に入る前にそのねらい、大まかな内容、やり方、ルール、留意点を説明する。　　　また、新しく赴任してきた教職員との親睦を図ることと学級づくり（子ども同士の人間関係づくり）が大きなねらいであることを伝えるようにする。





＜研究主任の言葉かけ（例）＞


「今年度初めての校内研修は、新しく来られた先生方との親睦と、私たち教職員のコミュニケーションを深めることを目的として、構成的グループ・エンカウンターを行います。」


「今回行う構成的グループ・エンカウンターは、学級開きでも使うことができると思います。」


「構成的グループ・エンカウンターを行う上で注意することは、批判的な意見は言わず、和やかな雰囲気で行えるよう心がけることです。答えに困ったときは無理に答える必要はありません。『分かりません』、『パス』など言ってもかまいません。」








インストラクション（３分）














「タコとタイ」（３分）


・二人一組で向かい合い、お互いに自分の手のひ


らを内側に向けて前に出す。


（相手の両手の間に自分の右手が入るようにする。）


・一人がタコ、もう一人がタイになる。


・リーダーが「たたたた…、タコ。」と言ったら、


タコの人は両手で挟み、タイの人は両手を上げ


るか下げるかして叩かれないようにして逃げる。


「たたたた…　タイ。」と言った場合は、逆に


なる。

















※　最初の活動なので、リーダーはみんなの心が少しでもほぐれるように心がける。問題の出し方


一つで雰囲気も変わってくるので和やかな雰囲気を作れるよう工夫する。








①「質問じゃんけん」（４分）


・二人組でじゃんけんをする。


・勝った者は負けた者に一つだけ質問をする。


・質問は、例えば、「好きな食べ物は何ですか。」、「休みの日は何をして過ごしますか。」など何でもよい。ただし、相手が聞かれたら嫌なことは質問しないようにする。


・分からないことや答えられない時は、「分かりません。」「答えられません。」と言う。


・負けた者が答えた後、負けた者が勝った者に同じ質問をする（一つの質問に二人とも答えることになる）。


・一問一答。


・時間は２分間。





　　　　　　　　　　　　　　





ウォーミングアップ





�
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「強くたたかないようにしてくださいね。」


「それではいきますよ。たたたた…タコ。」


「たたたた…（何も言わない）。まだ言っていませんよ。手が動きませんでしたか。」


「たたたた…、『たこ焼』。タコじゃないですよ。動きませんでしたか。」





研究主任





エクササイズ





「『好きな食べ物は何ですか。』『何色が好きですか。』など、どんどん質問をしてくださいね。」


「相手が聞かれたら嫌なことは質問しないようにしてください。」


「２分間はあっという間です。どんどん質問してください。」





�








※　単純な質問を心がける


ように声をかける。











�





研究主任





②「似顔絵かき」（３分）


＜準備物＞　A4サイズの画用紙１枚、マジック１本、


バインダー。





・前のエクササイズと同じペアで行う。


・お互いに似顔絵を描き合うが、自分の絵を見ないで


描くこと。画用紙をひざ元に置いて相手の顔を見な


がら描くとよい。


・制限時間は１分間。


・時間がきたら作業をやめる。まだ絵を見ない。相手


にも見えないようにする。









































③「他己紹介」（４分）


・四人一組で行う。四人組の作り方は、これまでの二人組と近くの二人組を合わせて四人組を作るようにする。


・ペアの相手をメンバーに紹介する（他己紹介）。


・一人ずつ交代で行う（計四回の他己紹介になる）。


・紹介する人は、座っているペアの後ろ側に移動して、先ほどの「似顔絵かき」で描いた絵を相手の頭の上で他のメンバーに見せるようにする。そのときもペアだった人には自分の絵が見えないように気を付ける。


・紹介する内容は、先ほどの「質問じゃんけん」で聞いた内容を紹介する。


・時間は３０秒間。すべてを紹介できなくてもよい。


・他己紹介が終わったら、ペアの相手に自分の絵をプレゼントする。
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�





描く前


「自分の絵も相手の絵も絶対に見ないでくださいね。」


「画用紙をひざ元に置くなどして、自分からは見えないように描いてください。」


「途中、自分の絵を見たくなると思いますが、絶対に見ないように。」


「絵を描いているときは、『つぶらな瞳ですね。』など、相手をほめながら描くと楽しい雰囲気を作ることができますよ。」


描いた後


「それでは、自分だけ見ていいですよ。ただし、まだ相手には見えないようにしてください。」








研究主任





研究主任





�
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「先ほど描いた似顔絵を使いますが、どんな絵でも笑顔で受け入れましょうね。」


「紹介の仕方は、『○○先生の紹介をします。○○先生は、○○が好きで、休みの日は○○をしながら過ごされているそうです…。』」


「忘れてしまった場合は、『○○でしたよね。』『○○でしたか。』などと聞きながら進めていきましょう。」


「紹介者から尋ねられた場合は、『そうですよ。』『○○です。』などと教えてあげてくださいね。」








④「アドジャントーク」（６分）


＜準備物＞アドジャンシート





・「他己紹介」での四人組で行う。


・「ア・ド・ジャン」の合図でじゃんけんをする（グー：


０、１本指：１）。ただし、じゃんけんの時に出す指は


０～５までの６種類とする。


・四人が出した指の数を合計する。０～９まで。10以上


は下１ケタを取る。10は０。11は１となる。


・リーダーは事前にアドジャン・テーマを準備しておき、


各グループに配布する。


・四人の合計の数のテーマについて、一人ずつ話す。


前回と同じ数になった場合は、もう一度アドジャ


ンをする。


・時間は５分間。


















































○　初めの気持ちとエクササイズをした今の気持ちを比べて思ったことを話すようにする。また、　　これまでの学級開きと関連付けて話をする。


シェアリングの際には、「一人だけが長く話して、他人の時間を奪うことがないように」といった具合に、発言時間についての注意を簡潔に盛り込むとよい。





＜リーダーの言葉＞


「ではシェアリングを行います。このエクササイズを体験してみて、感じたこと、気付いたことを話し合ってください。一人あたり１分程度でお話しください。それでは、始め。」


「はい、そこまでです。」


「もう少し時間がほしいグループはありませんか。」


「（必要な場合）あと２分間時間を取ります。それでは、始め。」





※参考図書


「構成的グループ・エンカウンター事典」國分康孝、國分久子総編集、図書文化社、2004


「構成的グループ・エンカウンターの原理と進め方」國分康孝、片野智治著、誠信書房、2001


　「グループ体験による　タイプ別！学級育成プログラム　小学校編　～ソーシャルスキルとエンカウンターの統合～」河村茂雄編著、図書文化社、2001











































































































「アドジャンシートの例」


１�
今一番したいこと�
�
２�
わたしのストレス解消法�
�
３�
好きな色�
�
４�
わたしの趣味�
�
５�
行ってみたい国（場所）�
�
６�
好きな音楽�
�
７�
休みの日の過ごし方�
�
８�
最近観てよかった映画（DVD）�
�
９�
わたしのおすすめスポット�
�
０�
好きな食べ物と飲み物�
�






�





研究主任





「アドジャンの練習をしましょう。『ア・ド・ジャン』。足して10になった組がありますか。その場合、10以上は下一桁を取るので０になります。０のテーマは○○です。」


「アドジャンの仕方は分かりましたか。分からない方はいませんか。」


「あまり長く話してしまうと次に進めないので気を付けてくださいね。」








※　最初に一つのグループを使ってアドジャンの仕方を説明するとそのあとの活動がスムーズになる。「全員３を出してください。」と言って出させ、「３×４で１２なので、この場合２になります。」という説明をするとよい。








シェアリング（７分）
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